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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｄ   33/25     　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月19日(2018.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　保存袋において、
　（ａ）第１の側壁と、
　（ｂ）内部への開口部をとともに前記袋の内部を形成するように、前記第１の側壁に接
続された第２の側壁と、
　（ｃ）前記袋の前記開口部に隣接して配置された第１のジッパー側面部であって、前記
第１のジッパー側面部が、（ｉ）前記第１の側壁に取り付けられた第１の封止用部品、及
び（ｉｉ）前記第２の側壁に取り付けられ、前記第１の封止用部品に対して実質的に平行
に延びる第２の封止用部品を備え、前記第１の封止用部品と前記第２の封止用部品の両方
が、前記第１のジッパー側面部の長さに沿って、前記第１のジッパー側面部の第１側と前
記第１のジッパー側面部の第２側との間に延び、前記第１の封止用部品が、前記袋の前記
開口部の封止を形成するために、前記第２の封止用部品と相互係止するように構成される
、第１のジッパー側面部と、
　（ｄ）前記第１のジッパー側面部の下に配置された第２のジッパー側面部であって、前
記第２のジッパー側面部が、（ｉ）前記第１の側壁に取り付けられた第３の封止用部品、
及び（ｉｉ）前記第２の側壁に取り付けられ、前記第３の封止用部品に対して実質的に平
行に延びる第４の封止用部品を備え、前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品の両
方が、前記第２のジッパー側面部の長さに沿って、前記第２のジッパー側面部の第１側と
前記第２のジッパー側面部の第２側との間に延び、前記第３の封止用部品が、前記袋の前
記開口部のための第２の封止を形成するために、前記第４の封止用部品と相互係止するよ
うに構成される、第２のジッパー側面部と、
　（ｅ）前記第１の封止用部品と前記第３の封止用部品との間に配置され、任意の封止用
部品、相互係止要素、及び非相互係止要素がない第１の隔離セクションと、
　（ｆ）前記第２の封止用部品と前記第４の封止用部品との間に配置され、任意の封止用
部品、相互係止要素、及び非相互係止要素がない第２の隔離セクションと、
　（ｇ）前記第１のジッパー側面部及び前記第２のジッパー側面部と跨状の関係で配置さ
れたスライダであって、前記スライダが、前記第１の隔離セクションと前記第２の隔離セ
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クションとの間に配設された第１の開放部材を少なくとも含み、前記スライダが、（ｉ）
前記スライダを第１の方向にスライドさせたときに、前記第１のジッパー側面部の前記第
１の封止用部品と前記第２の封止用部品とを、及び前記第２のジッパー側面部の前記第３
の封止用部品と前記第４の封止用部品とを咬合させ、（ｉｉ）前記スライダを第２の方向
にスライドさせたときに、前記第１のジッパー側面部の前記第１の封止用部品と前記第２
の封止用部品とを、及び前記第２のジッパー側面部の前記第３の封止用部品と前記第４の
封止用部品とを咬合解除するように、前記第１のジッパー側面部及び前記第２のジッパー
側面部に沿ってスライドするように構成される、スライダと
を備え、
　前記第１のジッパー側面部の前記第１の封止用部品と前記第２の封止用部品との前記咬
合解除は、前記第１の隔離セクション及び前記第２の隔離セクションを含むことに起因し
て、前記第２のジッパー側面部の前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品との前記
咬合解除には影響を与えない、
保存袋。
【請求項２】
　前記第１の封止用部品及び前記第２の封止用部品は各々、上側フック及び下側フックを
備え、前記第１の封止用部品及び前記第２の封止用部品の前記上側フックが、前記第１の
封止用部品及び前記第２の封止用部品の前記下側フックと比較して、アグレッシブなフッ
キング角度で構成される、請求項１に記載の保存袋。
【請求項３】
　前記第１の封止用部品の前記上側フックが、当該上側フックが取り付けられる前記第１
の封止用部品の一部分に対して、５０度から９０度の角度を成し、前記第２の封止用部品
の前記上側フックが、当該上側フックが取り付けられる前記第２の封止用部品の一部分に
対して、４５度から９０度の角度を成す、請求項２に記載の保存袋。
【請求項４】
　前記第１の封止用部品の前記下側フックが、当該下側フックが取り付けられる前記第１
の封止用部品の一部分に対して、５０度から９０度の角度を成し、前記第２の封止用部品
の前記下側フックが、当該下側フックが取り付けられる前記第２の封止用部品の一部分に
対して、５０度から１１０度の角度を成す、請求項２または請求項３に記載の保存袋。
【請求項５】
　前記第３の封止用部品が、非フック部分及び下側フックを備え、前記第４の封止用部品
が、上側フック及び下側フックを備え、前記第３の封止用部品及び前記第４の封止用部品
の前記下側フックが、前記第３の封止用部品の前記非フック部分及び前記第４の封止用部
品の前記上側フックと比較して、アグレッシブなフッキング角度で構成される、請求項１
～４のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項６】
　前記第３の封止用部品の前記下側フックが、当該下側フックが取り付けられる前記第３
の封止用部品の一部分に対して、３７度から８７度の角度を成し、前記第４の封止用部品
の前記下側フックが、当該下側フックが取り付けられる前記第４の封止用部品の一部分に
対して、５０度から９０度の角度を成す、請求項５に記載の保存袋。
【請求項７】
　前記第４の封止用部品の前記上側フックが、当該フックが取り付けられる前記第４の封
止用部品の一部分に対して、約５０度から約９０度の角度を成す、請求項５または請求項
６に記載の保存袋。
【請求項８】
　前記第１の隔離セクション及び前記第２の隔離セクションのうちの少なくとも１つの厚
さが、（ｉ）前記第１のジッパー側面部の封止用部品、及び（ｉｉ）前記第２のジッパー
側面部の封止用部品のうちの少なくとも１つの厚さよりも薄い、請求項１～７のいずれか
一項に記載の保存袋。
【請求項９】
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　前記第１のジッパー側面部の前記第１の封止用部品及び前記第２の封止用部品のうちの
少なくとも１つが、前記第１の封止用部品と前記第２の封止用部品とが互いと相互係止し
たときに音を生成する複数の凹部を備える、請求項１～８のいずれか一項に記載の保存袋
。
【請求項１０】
　前記複数の凹部が、互いから均等に離間しており、前記第１のジッパー側面部の長さ全
体にわたって提供される、請求項９に記載の保存袋。
【請求項１１】
　前記第１のジッパー側面部が、前記第１のジッパー側面部に沿って第１の方向及び第２
の方向のうちの少なくとも１つの方向にスライダをスライドさせたときに音を生成する複
数の変形を備える、請求項１～１０のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項１２】
　前記第１の隔離セクション及び前記第２の隔離セクションのうちの少なくとも１つの外
部表面及び内部表面のうちの少なくとも１つに、複数の凹部が提供され、前記複数の凹部
は、前記第１の方向及び前記第２の方向のうちの少なくとも１つの方向に前記スライダを
スライドさせたときに音を生成するように構成される、請求項１～１１のいずれか一項に
記載の保存袋。
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